
確
保
せ
よ
雇
用
の
場
　
守
れ
よ
賃
金
 

　
山
内
　
非
正
規
労
働
者
（
臨
時
、
期
間

労
働
者
等
）
の
解
雇
の
状
況
に
つ
い
て
、

市
内
の
企
業
及
び
市
に
在
住
し
他
市
町
村

で
働
い
て
い
る
人
の
中
で
、
解
雇
に
な
っ

て
い
る
人
が
い
る
の
か
。 

　
吉
良
商
工
観
光
課
長
　
製
造
業
を
始
め
、

様
々
な
業
種
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
阿
蘇

管
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
０
・
４５
で
す
。

今
後
、
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
市
内
の
企
業
等
に
つ
い
て
は
、
解

雇
は
あ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。 

　
山
内
　
４
月
以
降
は
、
相
当
数
の
解
雇

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
、
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
対
応
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
市
内
企
業
の
状
況
は
。 

　
商
工
観
光
課
長
　
市
内
の
企
業
で
は
、

２
月
以
降
の
雇
用
形
態
は
、
週
休
３
日
以

上
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

　
山
内
　
市
と
し
て
、
雇
用
対
策
を
考
え

る
べ
き
と
思
う
が
。 

　
商
工
観
光
課
長
　
本
市
は
緊
急
雇
用
対

策
事
業
と
し
て
、
８
名
の
確
保
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
国
の
制
度
を
利
用
し
て
、

㈱
阿
蘇
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
や
職
業
訓
練
の
一

つ
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
活

用
を
図
れ
な
い
か
検
討
し
て
お
り
、
市
と

し
て
は
最
大
限
雇
用
の
場
を
確
保
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
山
内
　
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り

減
額
に
な
っ
た
分
の
補
償
の
一
部
と
し
て
、

市
の
人
件
費
の
２
％
を
カ
ッ
ト
す
れ
ば
５

千
万
円
が
捻
出
で
き
る
。
こ
れ
を
、
市
内

の
関
係
労
働
者
に
支
援
し
た
ら
ど
う
か
。 

 

　
他
に
「
内
牧
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

の
事
業
計
画
に
つ
い
て
」
と
「
肥
後
あ
か

牛
の
普
及
に
つ
い
て
」
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。 

　
湯
淺
　
家
賃
の
設
定
と
入
居
申
込
状
況

は
。 

　
塚
本
建
設
課
長
　
住
宅
家
賃
に
つ
い
て

は
、
公
営
住
宅
法
の
定
め
に
よ
り
、
所
得
、

面
積
、
築
年
等
で
変
動
し
ま
す
。
現
在
２

５
０
０
円
の
家
賃
の
方
は
初
年
度
２
８
０

０
円
、
年
間
１
０
０
０
円
位
ア
ッ
プ
し
て

い
き
、
最
終
的
に
１
万
３
１
０
０
円
に
な

る
と
い
っ
た
形
で
、
激
変
緩
和
措
置
を
設

け
て
い
ま
す
。 

　
Ａ
棟
の
申
込
状
況
は
、
２０
戸
に
対
し
て

３０
戸
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
現
在
１３
戸
を

決
定
し
て
お
り
、
３
月
末
ま
で
に
全
室
入

居
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
湯
淺
　
今
住
ん
で
い
る
住
宅
を
出
る
と

き
、
増
築
し
て
あ
る
部
分
は
ど
う
な
る
の

か
。 

　
建
設
課
長
　
住
宅
本
体
は
、
市
が
解
体

撤
去
し
ま
す
が
、
個
人
の
増
築
物
は
、
ご

自
身
で
撤
去
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
個
人
で
解
体
撤
去
を
発

注
し
た
場
合
、
産
業
廃
棄
物
の
処
分
費
用

が
嵩
み
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
を
い

た
だ
け
れ
ば
、
低
価
で
撤
去
で
き
る
よ
う

業
者
と
交
渉
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

　
湯
淺
　
跡
地
は
ど
う
な
る
の
か
。 

　
建
設
課
長
　
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

検
討
委
員
会
等
で
協
議
し
、
決
定
し
て
い

く
考
え
で
す
。 

　
湯
淺
　
新
小
里
住
宅
２
期
工
事
、
池
尻

住
宅
の
進
捗
状
況
は
。 

　
建
設
課
長
　
新
小
里
住
宅
Ｂ
棟
は
、
２１

年
建
設
予
定
で
あ
り
、
実
施
設
計
の
精
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
池
尻
団
地
は
精
査
を

終
え
、
建
築
確
認
を
提
出
す
る
段
階
に
至

っ
て
い
ま
す
。 

新
小
里
団
地
の
入
居
に
関
し
て
 

阿蘇公共職業安定所 

平成21年度時点での新小里団地の家賃 

（収入区分・家賃は公営住宅法の定めによる。） 

収入区分 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

1ＤＫ 2ＤＫ 3ＬＤＫ 

13,100 

15,100 

17,300 

19,500 

22,300 

25,800 

30,200 

34,800

18,700 

21,600 

24,700 

27,800 

31,800 

36,700 

43,000 

49,600

25,500 

29,500 

33,700 

38,000 

43,400 

50,100 

58,700 

67,700



　
田
中
　
本
市
自
主
財
源
の
一
つ
で
あ
る

観
光
に
お
い
て
、
中
心
で
も
あ
る
内
牧
の

疲
弊
、
衰
退
と
い
っ
た
言
葉
を
耳
に
す
る
。

空
き
店
舗
の
数
と
率
、
来
客
数
（
日
帰
り
、

宿
泊
）、
年
間
消
費
販
売
額
、
観
光
消
費

額
の
推
移
等
々
を
踏
ま
え
、
行
政
と
地
元

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
た
の
か
。 

　
吉
良
商
工
観
光
課
長
　
空
き
店
舗
３４
軒

で
、
観
光
消
費
額
も
下
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｔ
ｏ
ｍ
ａ
っ
と
ベ
リ
ー
活
動
、
旅
館
組
合

と
の
連
携
、
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
、
新
九
州

物
語
阿
蘇
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
要
求
に

合
っ
た
具
体
策
を
、
地
元
と
話
し
合
っ
た

中
で
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
田
中
　
行
政
、
地
元
が
一
体
に
な
り
「
地

元
が
大
事
に
し
な
い
街
は
良
く
な
ら
な
い
」

相
互
の
取
り
組
み
を
大
事
に
さ
れ
た
い
。 

　
内
牧
中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
会
と
の

協
議
の
中
で
、
施
策
と
し
て
体
育
館
前
の

公
園
化
、
新
町
の
整
備
、
本
年
当
初
予
算

で
も
振
興
対
策
費
の
４０
％
の
財
政
出
動
を

計
画
し
て
い
る
。
内
牧
の
あ
る
べ
き
姿
を

ト
ー
タ
ル
で
描
き
、
地
元
と
の
話
し
合
い

の
中
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
が
。 

　
渡
辺
企
画
振
興
課
長
　
旅
行
の
形
態
も

変
わ
り
、
対
応
で
き
な
か
っ
た
面
も
あ
り

ま
す
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
地
域
の
取
り

組
み
が
大
事
で
あ
り
、
内
牧
は
自
力
も
あ

る
の
で
、
力
の
結
集
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
田
中
　
内
牧
に
は
、
古
来
い
く
つ
か
の

町
湯
、
外
湯
が
あ
る
。
活
性
化
の
取
り
組

み
と
し
て
ト
イ
レ
、
更
衣
室
、
駐
車
場
等

の
整
備
を
地
元
と
の
協
議
の
中
で
進
め
る

よ
う
お
願
い
し
た
い
。 

 

地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
 
高

校

再

編

ど

う

な

る

 

　
田
中
　
県
の
方
針
と
し
て
は
再
編
に
向

か
っ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
の
対
処
は
。 

　
市
長
　
県
の
教
育
委
員
会
の
方
か
ら
唐

突
に
出
て
き
た
再
編
問
題
で
あ
り
ま
す
。

計
画
案
に
つ
い
て
の
説
明
は
あ
り
ま
し
た

が
、
一
向
に
地
域
の
意
見
を
聞
こ
う
と
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
で
に
県
議
会
の
中

に
お
い
て
も
、
統
合
す
る
決
定
を
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
熊
本
県
の
観
光
の
財
産
は

何
な
の
か
、
当
然
こ
の
阿
蘇
に
お
け
る
清

峰
高
校
は
今
、
存
続
し
て
お
か
な
い
と
後

に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

小
里
団
地
建
設
に
伴
う
周
辺
道
路
の
安

全
に
つ
い
て 

 
　
田
中
　
西
小
園
、
花
原
川
橋
の
対
面
交

通
が
で
き
な
い
危
険
性
、
そ
れ
と
小
里
か

ら
小
園
方
面
・
５
区
方
面
に
抜
け
る
Ｔ
字

形
市
道
の
見
通
し
が
悪
く
な
り
危
険
性
が

増
す
。
交
通
事
故
も
発
生
し
て
お
り
、
対

策
に
つ
い
て
３５
名
の
署
名
が
提
出
さ
れ
て

い
る
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
る
の
か
。 

　
塚
本
建
設
課
長
　
市
道
の
鍋
釣
線
に
架

か
る
新
花
原
橋
は
幅
員
４
ｍ
、
延
長
４５
ｍ

の
橋
で
あ
り
、
熊
本
県
が
昭
和
５７
年
１３
工

区
の
県
営
圃
場
整
備
事
業
で
新
設
し
た
橋

梁
で
す
。
そ
の
後
改
修
に
よ
り
、
両
脇
の

鍋
釣
線
の
道
路
幅
は
４
ｍ
５０
㎝
〜
５
ｍ
程

あ
り
ま
す
が
、
新
花
原
橋
に
つ
い
て
は
現

在
４
ｍ
幅
で
す
。
若
干
ア
ー
チ
型
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
車
が
見
に
く
い
面
も
あ
り

ま
す
が
、
架
け
替
え
と
な
れ
ば
２
億
円
程

度
の
経
費
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
当
面
の
対
応
と
し
て
、
徐
行

安
全
確
認
の
啓
発
看
板
を
設
置
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
Ｔ
字
形
市
道
に
つ
い
て

は
、
地
元
と
協
議
し
な
が
ら
、
十
分
に
理

解
し
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

阿蘇清峰高等学校 
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